
事例31：鋼矢板の圧入機に足を挟まれた事故

鋼矢板を圧入機で打設する際に、クレーンのワイヤーがからまったため、作業員が圧入機の上に登りほぐし作業を行った。その時、オ
ペレータが誤って圧入機を作動させたため、作業員の足が圧入機と鋼矢板の間に挟まれ骨折した。

原因

・圧入機のオペレータの不注意

・オペレーターと作業員との意思疎通が
　図られていなかった。

結果：負傷

・オペレータが、圧入機の上に作業員がいること
を知らずに圧入機を作動させたため、作業員の
足が圧入機と鋼矢板の間に挟まれた。

教 訓

・右足の人差し指と中指を骨折

行 動

・合図等、確認行為の励行を指導
する。

施工 土木・建設工事 挟まれ・巻き込まれ

事例32：交通誘導員がタイヤローラー トン と電柱の間に挟まれた事故

配水本管工事の舗装復旧において、しゃがんで舗装のすりつけ位置出しの手伝いをしていた交通誘導員が、転圧のため後退してきたタイ
ヤローラーと 柱の間に挟まれ負傷した。

原因

・タイヤローラー作業における、後方確認の
怠り

結果：負傷 教 訓

・鎖骨骨折、後頭部裂傷、脳内出血

・交通誘導員が、転圧のため後退してきたタイヤローラーと
柱の間に挟まれた。

行 動

①ローラー作業エリア内で別の作業を
させない。

②やむを得ず、輻輳した作業になる場
　合、監視員の配置により、作業員の
　身を守る。

③合図や点呼等、確認行為の励行を指
導する。

④交通誘導員に作業を手伝わせない
現場の施工体制の徹底 。

被災者
NTT柱 受注者

タイヤローラー10t

歩行者通路歩行者通路

作業範囲

作業範囲48.00

作業帯50.00

施工 土木・建設工事 挟まれ・巻き込まれ
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①ローラー作業エリア内で別の作業を　させない。②やむを得ず、輻輳した作業になる場　合、建設機械誘導員の配置により、　作業員の身を守る。③合図や点呼等、確認行為の励行を指　導する。④交通誘導員に作業を手伝わせない　（現場の施工体制の徹底）。
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